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論文内容の要 t:. Eヨ
離人症の精神力学的構造について多くの研究があるけれども，今なお統一的な見解に到達していな
いというのが，本症研究の現況である。その理由として，今迄の文献を展望して次の諸点を指摘する
ことができる 1 )多くの研究者は 1 例ないし数例の分析によって理論を立てているため，その症例
の解釈に適応できる理論であっても包括的な理論とはなり得ない， 2) ー症状あるいは一部の現象的
特徴を取り上げて本症を理解しようとするため，その研究者が本症の特徴としてとらえた現象が何で
あったかによってその理論に偏りができてくる， 3) 積々の疾忠に出現する非特異的症状としての離
人症状と，離人神経症として臨床上のー疾患単付ーとして把握されるものとを厳密に区別せず，研究対
象としてこれ等を同一次元において考えている。 4 )本症状の特異性に興味が集中され，本症成悶の
基盤であるパーソナリテイ構造そのものの検討が不充分である，という事がその主な理由である。
著者は本症研究の混乱の原因となっている上記の諸点を排除する乙とに留意した。まず，対象例を
わが教室で離人神経症と診断している症例に限定し，詳細な症例研究を行なったもの12例を選んだ。
本症の構造を理解するのに最も必要なものであり，また今迄の研究に欠けている点でもある本症患者
のパーソナリテイ構造を木論文で追求しようとした。そうするととが陰性痕状として意味づけが困難
な本症の精神力学的構造を理解する正当な道であると考えられるからである。
〔方法並びに成績〕
精神療法的面接を通して得られた内田史を中心に， Thematic Apperception Test を加えてパー
ソナリテイ構造を理解する資料とした。乙れ等の資料から得られた特徴を次のような諸点に要約する
ととができる。
1 )早期幼児期において，父母の愛情関係が不安定で，情緒的な人間関係における環境偏侍が著し
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く大きい。
2) 男子の症例は父に対し，女子の症例では母に対して悪いイメージを抱き，向性の親との同一化
形成が障害的である。さらに，親子間係において自己肯定的・受容的な体験を持つ機会が少なく，安
定した自己像を内面化し，これを発展せしめるような関係が之しい。
3) 同胞聞の J情緒的な結び、つきが弱く，家庭内においても孤立的で，家庭の秩序や統一の中に融け
込みにくい傾向がある。
4 )対人関係において，幼少時より隔離的・同避的な構えを持ち，拒否された感情や劣等感を抱く
者が多い。人間関係に距離のある態度を保持している色
5 )学童期では成績が良く，平均以上の知能を発押する症例が多い口そして，成績といった知的，
形式的なものへの依存性が高く，とれによって不安を解消しようとする構えが支配的である。
6 )学童期から思春期にかけて，離人体験に類似した内而的体験を持つ症例が多い。
7 )性格についての日己観として， cl我拡張的構えと白我縮少的構えの憧着性を持ち，非依存的・
閉鎖的で拒否された感情を抱きやすく，九帳面で形式的なものへの依存性が高く，徹底的で或種の敏
感さを持っている。
8) 人間関係での伯一緒的な結びつきが稀薄で，困難な状況に立ち向う態度が少なく，自己実現を容
易に放棄しやすく，適応而での柔軟性が之しい。
9) rl 己の内市的価値の段担感や立場の喪失感に伴う不安喚起性が日い。
以上のような本症患者に共通した消特徴を内而史および Thematic Apperception Test の中に見
出す乙とができた。
〔総括〕
上述した諸特徴は，精神療法的接触を通して忠者の内面史的世界を矧察することによって把握する
ことができる本症患者のパーソナリテイ特性である。本症忠者に見られる自我機構に伴う J情緒的負荷
量が稀薄で，極端への指向性を持ち，知的形式的なものへの依存性が日く，自己同一性の障古をひき
起しやすい傾向を持つパーソナリテイの構造的特性の起源を内田史の rll に求め得ることを指滴した。
精神療法という治療的実践の場ーにおいては，病態を単に症状としてとらえられる精神病理学的徴候
のみによって把握するだけでは不充分であり，症状発現の基盤になっているパーソナリテイ構造全体
の歪みや偏りにまで洞察と理解を持つことが重要である乙とを強調した。
論文の審査結果の要旨
離人症の精神力学的構造や成因に関して，今なお統一的かっ決定的な精神病理学的解明が得られて
いない。本研究では乙の問題を追求するために，離人神経症者12例の精神療法的面接より得られた内
面史を中心に TAT (Thematic Apperception Test) の所見を加えて，詳細な症例研究を行なって
いる。そして，本症者に特異的でかつ共通してみられるパーソナリテイ構造を解明して，本症の構造
的特性に言及している D
??? ?
資料を 1 )両親像および親子関係， 2) 同胞関係， 3) 対人関係における態度， 4) 病前性格，
5 )発症前の状況，といった項目の下に整理検討しているが，この中で今迄の研究で明らかにされて
いない本症者に特異的ないくつかの生活史的事象を指摘している。さらに， 乙れらの:事事象 lにこついてコ考考号号. 
察を行ない，本症者のパ一ソナリテイ構造のヰ宇r村L7II?トj
関連を持つという見解を捉出している口このようにして，本航者が示す['[我の脆弱性の構造を今迄の
研究よりも実証的・具体的に分化・洋細化した形で把握し，離人症の構造を理解する上に新たな知見
を加えている。また，本症の精神療法のあり方や，その可能性についても，本研究は重要な示唆を与
えている。かかる点に本研究の意義がある。
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